
森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。

■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）
■締め切り／９月21日（金）
■応　　募／広報課「読者プレゼント」係あて
 「住所・氏名・年齢・連絡先・おたより」を明記のこと。

〒015ー8501　秋田県由利本荘市尾崎17番地
Eメール：kouho@city. yurihonjo. akita. jp
印刷／（有）高野写真印刷●編集・発行／由利本荘市広報課

　　（0184）24ー6237 　23ー1322

No.179　9 月１日発行

☎

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

主な
内容

ぐらんぱぐらんまから「アップル
パイ詰め合わせ」を次の５人の方
へプレゼントします。

三六温泉から「ペア入浴券」を10人にプレゼント！
広報紙に対するご意見やご感想、身近な出来事など
「おたより」を添えてお申し込みください。

　　ハガキハガキ、ファクシミファクシミリ、
電子メールで電子メールで

　ご応募ください。　ご応募ください。

　ハガキ、ファクシミリ、
電子メールで

　ご応募ください。

市政フラッシュ市政フラッシュ… … ②･③　　市長への手紙　　市長への手紙 … … ⑦･⑧市政フラッシュ市政フラッシュ… … ②･③　　市長への手紙　　市長への手紙 … … ⑦･⑧市政フラッシュ… ②･③　　市長への手紙 … ⑦･⑧

（８月22日「赤田大仏祭り（８月22日「赤田大仏祭り」にて）（８月22日「赤田大仏祭り」にて）
神明社で一晩過ごした観音様が獅子舞や社切などと共に長谷寺に戻りました。神明社で一晩過ごした観音様が獅子舞や社切などと共に長谷寺に戻りました。神明社で一晩過ごした観音様が獅子舞や社切などと共に長谷寺に戻りました。

《二十六木字三六ケ沢2ｰ3  ☎22ｰ1158》

《第９回》

「三六温泉」本荘地域

「三六のかあさん」が迎える“ぬぐだまる湯”

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の

「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

第
9
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
三
六
温
泉
」
で
す
。

　
「
高
速
道
路
が
で
き
て
、鳥
海

山
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
が
残
念
」
と
話
す
佐
々
木

さ
ん
。
で
も
そ
の
分
、
高
速
を

利
用
し
て
来
る
お
客
さ
ん
も
増

え
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

健
康
・
美
肌
・
疲
労
回
復
…

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期

待
で
き
る
温
泉
。
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
■
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

お
客
さ
ん
に〝
う
ち
に
帰
っ

た
よ
う
な
〞
気
持
ち
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
。
気
楽
に
過
ご
し

て
も
ら
う
こ
と
。

　

お
客
さ
ん
と
の
会
話
。「
行
っ

て
き
ま
す
」「
お
か
え
り
」「
ま

た
来
た
よ
」
と
い
う
声
が
行
き

交
う
。

　

◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆

　

つ
や
つ
や
で
血
色
の
い
い
佐
々

木
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
病

気
も
せ
ず
、
薬
も
飲
ん
で
い
な

い
と
か
。
そ
ん
な
佐
々
木
さ
ん

の
元
気
の
源
は
、
や
っ
ぱ
り

〝
温
泉
〞。
１
日
に
３
〜
４
回
入
る

そ
う
で
す
。

ゆったりとくつろげる和室

明るく清潔感のある浴場。源泉100％です！

　
■
泉　

質

　

単
純
炭
酸
鉄
泉
。
鉄

分
を
含
む
た
め
、
血
行

を
促
進
、
コ
リ
を
ほ
ぐ

す
。
腰
痛
や
術
後
に
効

く
あ
っ
た
ま
り
の
湯
。

「
病
気
が
回
復
し
た
」と

い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　
■
お
客
さ
ん

　

朝
風
呂
や
仕
事
帰
り

の
地
元
の
人
。
本
荘
イ

ン
タ
ー
の
す
ぐ
そ
ば
と

い
う
好
立
地
に
よ
り
、
に
か
ほ

市
や
秋
田
市
の
ほ
か
、
県
外
か

ら
訪
れ
る
人
も
。
出
張
で
の
利

用
や
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

６
代
目
・
佐
々
木
節
子
さ
ん

（
69
歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
■
三
六
温
泉
の
始
ま
り

　

三
六
ケ
沢
の
山
の
中
で
、
山

肌
に
沿
っ
て
オ
レ
ン
ジ
色
（
茶

褐
色
）
の
水
が
流
れ
て
い
る
の

を
地
元
の
人
た
ち
が
見
つ
け
、

そ
れ
を
く
み
取
っ
て
自
分
の
家

の
風
呂
で
沸
か
し
て
い
た
。
湯

の
花
が
効
く
と
評
判
で
、
け
が

を
し
た
馬
の
脚
に
つ
け
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
に
な
っ
て「
三
六
温
泉
」

開
業
。
は
じ
め
の
頃
は
村
営

（
小
友
村
）だ
っ
た
。
湯
治
客
や

宴
会
客
で
に
ぎ
わ
う
。

彌勒菩薩（みろくぼさつ）
地名の由来ともなった菩薩。
三六温泉の入り口近くに位
置し、来る人たちを見守る。

み　ろく

佐々木善寿さん（本荘地域)
村田千鶴子さん（西目地域)
鈴木久美子さん（本荘地域)
遠藤　聖子さん（本荘地域)
佐藤　明美さん（矢島地域)

ど

リリ、、

※イラストはイメージです。
　実際の賞品とは異なります。
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８
月
11
日
、
後
援
会
関
係
者
や

出
身
校
の
西
目
高
校
Ｏ
Ｂ
、
ボ
ク

シ
ン
グ
部
員
な
ど
、
約
１
８
０
人

が
出
席
し
て
授
与
式
が
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
は
「
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
精
神
力
で
つ
か
ん
だ
勝
利
は
、

市
民
に
夢
と
感
動
と
希
望
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
防
衛
戦
に
向
け

て
精
進
を
重
ね
、
一
戦
一
戦
気
持

ち
の
こ
も
っ
た
試
合
で
勝
ち
続
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

称
賛
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
五
十
嵐
選
手
は

「
本
荘
で
生
ま
れ
育
ち
、
ボ
ク
シ

ン
グ
に
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
人

か
ら
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
栄
誉

賞
は
市
民
と
し
て
最
高
の
賞
。
評

価
を
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
賞
に
恥
じ
な
い

結
果
を
残
す
よ
う
一
層
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
民
栄
誉
賞
は
、
卓
越
し
た
事

績
な
ど
に
よ
り
社
会
に
明
る
い
希

望
を
与
え
、
市
の
名
を
広
め
た
人

に
贈
ら
れ
ま
す
。
五
十
嵐
選
手
は
、

平
成
18
年
の
ド
ー
ハ
・
ア
ジ
ア
大

会
の
ボ
ー
ト
競
技
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
矢
島
町
出
身
の
佐
藤
芳

則
さ
ん
以
来
、
２
人
目
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
に
は
由
利
本

荘
市
か
ら
１
０
０
人
を
超
え
る
大

勢
の
人
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く

だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
応
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
自
分
の
力
を
出

し
切
っ
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦

い
抜
く
こ
と
が
で
き
、
ベ
ル
ト
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
や
っ
て
、
皆
さ
ん
に
明
る
い

話
題
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
原
動

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

五十嵐  俊幸 選手　
　　　　　（28歳・船岡出身）
神奈川県横浜市在住
　　西目高―東京農大―帝拳
　高校でボクシングを始める。
インターハイや国体、全日本選
手権で優勝。アテネオリンピッ
ク日本代表。
　プロ転向後、昨年２月第52代
日本フライ級王座、11月世界挑
戦切符獲得、今年７月タイトル
マッチで第39代ＷＢＣ世界フラ
イ級王座を獲得。

国民文化祭とは？
　昭和61年から毎年各都道府県が持ち回りで開催。様々な文化活動に
取り組んでいる個人や団体が全国規模で集まり、日頃の活動の成果や実
力を披露、交流する国内最大の文化の祭典。「文化の国体」といわれている。

どういうことをする？
　音楽、文芸、美術、百人一首、漫画、方言、食文化
など幅広い分野が対象。

秋田県の内容は？
　名　称：第29回国民文化祭・あきた2014
　テーマ：発見×創造　もうひとつの秋田
　会　期：平成26年10月４日～ 11月３日
基本理念：「地域の文化力を高め、文化の力で地域を元気に」

由利本荘市の内容は？
●分野別フェスティバル　
　　Ａ．人形劇フェスティバル　　　　Ｂ．獅子舞フェスティバル
　　Ｃ．ミュージックフェスティバル　Ｄ．童話コンクール
　　Ｅ．科学フェスティバル
●市独自事業
　　市の個性を生かし、本市の良さを情報発信・再確認できるような事
　業を市実行委員会が独自に企画・開催。内容は、今後、企画委員会を
　立ち上げ検討する。

　

平
成
26
年
秋
に
秋
田
県
で
開

か
れ
る
第
29
回
国
民
文
化
祭
の

由
利
本
荘
市
実
行
委
員
会
の
設

立
総
会
が
８
月
20
日
カ
ダ
ー
レ

で
開
か
れ
ま
し
た
。
芸
術
文
化

団
体
や
教
育
関
係
者
、
市
関
係

者
な
ど
49
人
が
出
席
。
長
谷
部

市
長
は
「
文
化
の
発
信
の
み
な

ら
ず
、
地
域
の
良
さ
を
再
認
識

し
、
活
性
化
を
さ
せ
る
契
機
と

し
て
、
文
化
の
香
り
高
い
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
事
務
局
が
国
民
文

化
祭
の
基
本
構
想
や
本
市
の
実

施
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
ほ
か
、
委
員
の
委
嘱
が
行
わ

れ
、
長
谷
部
市
長
が
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
後
、
本
市

で
開
催
さ
れ
る
事
業
の
具
体
的

な
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
本
番
に
向
け
機
運
を
盛

り
上
げ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
29
回
国
民
文
化
祭

　
　
　

 

市
実
行
委
員
会
設
立
総
会

平
成
26
年
秋
田
県
で
開
催

出シがテ力市ててちる称「ンかこ賞価い結し援と

ＷＢＣ世界王者ＷＢＣ世界王者
五十嵐選手五十嵐選手に市民栄誉賞市民栄誉賞
ＷＢＣ世界王者
五十嵐選手に市民栄誉賞
　市は、７月の世界ボクシング評議会（ＷＢＣ）フライ級タイトルマッチで世界王座を獲得した五十嵐俊幸選手
（28歳・船岡出身）に、本市の名を広め市民に夢と希望を与えたとして、その栄誉を称え、市民栄誉賞を贈りました。

マスコットキャラクター
秋田わか杉国体・秋田わか
杉大会で大活躍！引き続き
「スギッチ」がＰＲします

皆さんの元へ出向いて皆さんの元へ出向いて
   アドバイスします   アドバイスします
皆さんの元へ出向いて皆さんの元へ出向いて
   アドバイスします   アドバイスします
皆さんの元へ出向いて
   アドバイスします

　もしもみなさんの
町内で大災害が発生
したら、家屋の崩壊
や火災が各地で発生
し、負傷者も続出…。
こんなとき、地域の
皆さんの協力による
人命救助や初期消火
などが重要な役割を果たします。
　県では、各地域に「自主防災ア
ドバイザー」を無料で派遣し、地
域の防災活動が活性化するよう支
援しています。

◇主なアドバイス内容◇

無 料

自主防災組織の運営自主防災組織の運営自主防災組織の運営
○自主防災組織の結成と運営
○防災活動計画の策定
○活動活性化方策　　　　など

災害対応能力の向上災害対応能力の向上災害対応能力の向上
○避難誘導・救助・防火訓練
○お年寄りなどの要援護者への対応
○災害図上訓練　　　　　など

防災知識の普防災知識の普及・啓発啓発防災知識の普及・啓発
○県内の災害の歴史
○災害種類別の活動内容
○資機材の活用や取り扱い方法
　　　　　　　　　　　　など

日常的な防災活動日常的な防災活動日常的な防災活動
○災害危険箇所の把握
○防災マップの作成
○防災関係機関との連携　など

◆問い合わせ
　県総合防災課
　　☎018－860－4564
　市危機管理課
　　☎24－6238
　県ホームページもご覧ください。

自主防災アドバイザーを
派遣します
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友
好
都
市
協
定
を
結
ん
で
い
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ー
ツ
市
の
青
少

年
訪
問
団
18
人
が
、
７
月
26
日
か

ら
８
月
１
日
ま
で
本
市
を
訪
れ
、

日
本
の
文
化
や
歴
史
、
習
慣
な
ど

に
触
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
交
流
を
は
じ
め
、
法
体
の
滝

や
赤
田
の
大
仏
な
ど
を
見
学
、
本

荘
マ
リ
ー
ナ
で
の
海
水
浴
や
本
荘

川
ま
つ
り
花
火
大
会
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
に
は
、
本
荘
南
中
学

校
で
「
日
本
の
中
学
校
体
験
」
が

行
わ
れ
、
剣
道
や
書
道
、
そ
ば
打

ち
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
書
道

で
は
、
中
学
生
か
ら
筆
の
運
び
方

な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
色
紙
に

カ
タ
カ
ナ
で
名
前
を
、
そ
し
て
扇

子
に
は
「
山
」「
友
」
な
ど
の
漢

字
を
書
き
ま
し
た
。

　

将
来
は
日
本
語
通
訳
に
な
り
た

い
と
い
う
サ
ー
ド
フ
ス
キ
ー
・
ア

ン
ド
ラ
シ
ュ
さ
ん（
21
歳
）は「
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、
皆

さ
ん
、
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ

た
。
ま
す
ま
す
日
本
が
好
き
に
な

っ
た
」
と
日
本
語
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

バ
ー
ツ
市
と
は
、
旧
本
荘
市
が

平
成
８
年
に
友
好
都
市
協
定
を
締

結
。
同
10
年
か
ら
１
年
お
き
に
相

互
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
し
て
い
ま
す
。
今
回
バ
ー
ツ
市

訪
問
団
が
来
市
し
た
の
は
、
７
回

目
で
、
来
年
本
市
の
中
学
生
が
バ

ー
ツ
市
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

　

市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
24
日
、

カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
遺
族
な
ど

約
５
０
０
人
が
参
列
し
て
、
先
の

大
戦
で
の
戦
没
者
を
悼
み
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
長
谷
部
市
長
が
「
多

く
の
御
霊
が
抱
く
郷
土
発
展
へ
の

熱
い
思
い
を
あ
ら
た
め
て
心
に
刻

み
、
ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
の
未
来

を
切
り
開
く
こ
と
に
全
力
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
遺
族

会
の
阿
部
勇
会
長
が
「
昨
年
の
大

災
害
を
契
機
に
日
本
人
が
忘
れ
て

い
た
助
け
合
い
や
思
い
や
り
、
絆

の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
平
和
の
尊
さ
、
あ
り
が

た
さ
を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
追
悼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
慰
霊
塔
に
来
賓
や
各

遺
族
会
の
代
表
な
ど
が
白
菊
を
献

花
し
、
平
和
へ
の
強
い
願
い
を
込

め
ま
し
た
。

友
好
都
市 

ハ
ン
ガ
リ
ー
青
少
年
友
好
交
流
訪
問
団

市
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ　

日
本
の
文
化
・
歴
史
・
習
慣
に
触
れ
る

　

８
月
11
日
、
南
由
利
原
高

原
青
少
年
旅
行
村
で
「
鳥
海

高
原
由
利
原
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
に

は
約
２
万
８
千
人
の
来
場
者

が
訪
れ
、
日
中
は
秋
田
由
利

牛
フ
ェ
ア
の
焼
肉
ガ
ー
デ
ン
、

夕
刻
か
ら
は
「
高
原
音
楽
祭
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
第
１
部
は
地
元
愛

好
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
唄

と
踊
り
の
祭
典
」、
第
２
部
は

歌
手
八
代
亜
紀
さ
ん
の
「
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、

超
満
員
の
観
衆
は
、
高
原
に

響
き
渡
る
熱
唱
を
大
い
に
楽

し
み
、
さ
か
ん
に
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
高
原
花
火
大
会
で
は

約
千
発
の
花
火
が
目
の
前
で

打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
は
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

八代さんと一緒にみんなで秋田県民歌を歌いました

市
戦
没
者
追
悼
式　

恒
久
平
和
の
誓
い
新
た
に
、ふ
る
さ
と

由
利
本
荘
の
未
来
を
切
り
開
く

鳥
海
高
原
由
利
原
ま
つ
り

高
原
に
響
く
歌
声 

に
酔
う

慰霊塔に献花する長谷部市長

　

第
39
回
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
が
、

８
月
16
日
に
鳥
海
健
康
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
で
は
、

京
都
の
修
験
僧
本
海
行
人
が
鳥
海

地
域
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
、
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
本
海

獅
子
舞
番
楽
」
の
継
承
団
体
が
伝

統
の
舞
を
競
演
。
今
年
は
岩
手
県

宮
古
市
の
「
黒
森
神
楽
」
の
皆
さ

ん
が
特
別
出
演
し
ま
し
た
。
幻
想

的
な
か
が
り
火
の
焚
か
れ
た
会
場

は
大
勢
の
帰
省
客
や
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

か
が
り
火
の
中 

伝
統
の
舞
を
堪
能

鳥
海
獅
子
ま
つ
り

　

道
の
駅
「
に
し
め
」
と
、
隣
接

す
る
ひ
ま
わ
り
畑
を
会
場
に
８
月

14
日
、市
観
光
協
会
西
目
支
部（
齋

藤
作
圓
支
部
長
）が
主
催
す
る「
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
デ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

40
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
く
畑

は
、
無
料
摘
み
取
り
や
大
迷
路
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
大
勢
の
家
族
連

れ
が
訪
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
は
バ
ン
ド
演
奏
や
豪
華
賞
品

が
当
た
る
大
抽
選
会
、
な
ま
は
げ

太
鼓
演
奏
、
民
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、

地
域
住
民
や
観
光
客
で
夜
ま
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
デ
ー
は
大
に
ぎ
わ
い

西
目
地
域
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」

下直根講中による「三人立」

満開のひまわりの中で写真撮影
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「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、地
域
の

皆
さ
ん
の
お
声
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、市
民
と
共

に
歩
む
市
政
運
営
を
図
る
広
聴
活

動
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、す

べ
て
市
長
が
目
を
通
し
た
う
え
で
、

関
係
部
署
で
内
容
を
調
査
・
検
討

し
、
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
ふ
だ
ん
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
率
直
な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
紙　

下
段
の
太
線
に
沿
っ
て

切
り
取
る
と
、
専
用
の
封
筒
に
な

り
ま
す
。
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
欄
が
足
り
な
い
場
合
は
、

手
持
ち
の
便
せ
ん
な
ど
に
お
書
き

の
う
え
、
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

23―

３
２
２

６
（
秘
書
課
あ
て
）

■
電
子
メ
ー
ル

　

hisyo@
city.yurihonjo.akita.jp

■
書
き
方
・
注
意
事
項　

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル
は
「
市
長

へ
の
手
紙
」
と
明
記
の
う
え
、
ご

意
見
な
ど
を
自
由
に
お
書
き
く
だ

さ
い
。

▼
例　

安
心
・
安
全
、
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
に

必
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
対
策
。「
自
分

だ
っ
た
ら
こ
の
分
野
に
力

を
入
れ
、
こ
ん
な
展
開
を

描
き
た
い
」
と
い
う
夢
や

ア
イ
デ
ア
。
制
度
に
対
す

る
疑
問
や
質
問
な
ど…

。

　

内
容
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
、
後
日
、
担
当
部

署
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
」
は
支
障

の
な
い
限
り
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
回
答
は
必
要
に
応
じ
て

行
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

は「
対
象
外
」と
し
て
返
答
で
き
か

ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
匿
名
に
よ
る
も
の
▽
特
定
の
個

人
や
団
体
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
内

容
▽
直
接
、
市
政
に
か
か
わ
り
の

な
い
事
項
▽
趣
旨
が
不
明
確
な
も

の
、
な
ど

　

本
荘
地
域
肴
町
出
身
の
岡
部
祐

介
さ
ん（
25
歳
・
横
浜
市
）が
、
７

月
14
日
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト

で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
世
界
ろ
う

者
陸
上
競
技
選
手
大
会
の
日
本
代

表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
４
×
４

０
０
Ｍ
リ
レ
ー
で
、
銅
メ
ダ
ル
に

輝
き
ま
し
た
。
日
本
人
が
ト
ラ
ッ

ク
競
技
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
の

は
、
初
め
て
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
10
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た

岡
部
選
手
が
長
谷
部
市
長
に
入
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。
長
谷
部
市
長

は
「
世
界
大
会
で
の
銅
メ
ダ
ル
獲

得
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

仕
事
と
競
技
の
両
立
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
が
今
後
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
称
え
ま
し
た
。
岡
部

選
手
は
「
練
習
は
大
変
で
す
が
苦

に
な
り
ま
せ
ん
。
仕
事
と
競
技
は

気
持
ち
を
う
ま
く
切
り
替
え
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
来
年

の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
に
向
け

て
頑
張
り
ま
す
」
と
次
の
目
標
へ

の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

国
際
大
会
で
の
銅
メ
ダ
ル
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平成24年９月１日号 広報ゆりほんじょう

　
　

県
か
ら
平
成
16
年
に
「
あ
き
た

Ｆ・
Ｆ
推
進
員
」
に
認
定
さ
れ
、
夫
婦

で
男
女
共
同
参
画
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

学
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
家
庭
・
地
域
・
社
会
へ

と
つ
な
が
る
啓
発
が
重
要
と
感
じ
ま

し
た
。

　

独
立
し
た
若
い
息
子
た
ち
の
家
庭

で
は
、
家
事
・
育
児
に
積
極
的
に
関

わ
り
、
夫
婦
の
共
有
時
間
を
楽
し
ん

で
い
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
同
居
の
実
母
を
亡
く
し
、

夫
に
背
中
を
押
さ
れ
喪
主
を
つ
と
め

一
周
忌
も
終
え
た
今
、
母
へ
の
想
い

と
責
任
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
お
ひ
と
り
様
の
生
活
が
や
っ

て
き
ま
す
が
、
身
辺
整
理
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
心
が
け

を
思
案
中
で
す
。

　

夫
が
民
生
児
童
委
員
を
し
て
い
る

の
で
、
数
年
前
「
俺
の
め
し
は
」
の

対
話
劇
を
市
民
生
児
童
委
員
研
修
会

で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
と
こ
ろ

た
い
へ
ん
な
好
評
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
男
女
共
同
参
画
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
は
支
え
合

う
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
な
し
で
は
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
行
政
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
息
子

世
代
に
親
の
姿
か
ら
学
べ
る
も
の
を

示
唆
で
き
れ
ば
と
切
に
願
う
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。

長谷部市長と記念撮影
　

河
川
の
美
化
や
愛
護
活
動
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、「
川
原
の
花

を
愛
す
る
人
た
ち
の
会
（
小
川
専

一
代
表
）」
が
東
北
地
方
整
備
局

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
長
谷
部
市
長
に
報

告
に
訪
れ
、
小
川
代
表
は
「
一
生

懸
命
や
っ
て
い
る
だ
け
で
、
賞
を

も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

行
政
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
花
の
手
入
れ
な
ど
が
継
続
で

き
て
い
ま
す
。
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
も
い
て
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
は
「
こ
の
た
び
は
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
た
ま
も

の
で
す
。
毎
日
管
理
さ
れ
て
い
て
、

本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
称

え
ま
し
た
。

美しく整備された友水公園の花壇

【
競
技
結
果
】

　

４
×
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
決
勝

　
（
高
田
・
水
野
・
岡
部
・
北
田
）

　
　
　

３
分
23
秒
71　

銅
メ
ダ
ル
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私
た
ち
の
ま
ち
は
、
鳥
海
山
の
大
い
な
る

恵
み
を
受
け
、
高
原
に
さ
わ
や
か
な
風
そ
よ

ぎ
、
田
園
う
る
お
す
清
流
が
日
本
海
へ
続
く
、

自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　

こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
が
築
い

て
き
た
歴
史
と
文
化
を
大
切
に
し
、
産
業
を

育
て
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
、
責
任
を

持
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
の
市
民

憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
豊
か
な
水
と
緑
を
守
り
育
て
、
生
命
力

　

に
満
ち
た
自
然
と
の
共
生
に
つ
と
め
ま
す
。 

一
、
思
い
や
り
と
感
謝
の
心
で
助
け
合
い
、

　

温
か
な
家
庭
と
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

　

す
。

一
、
す
す
ん
で
心
身
を
き
た
え
、
健
康
で
笑

　

顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
社
会
を
き
ず
き
ま
す
。

一
、ふ
る
さ
と
に
学
び
、心
を
世
界
に
開
い
て
、

　

文
化
の
香
り
高
い
風
土
を
そ
だ
て
ま
す
。

一
、
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
励

　

み
、
希
望
に
満
ち
た
明
日
へ
向
か
っ
て
す

　

す
み
ま
す
。（

平
成
19
年
11
月
１
日
制
定
）

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
で
、
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
や
環
境
に

配
慮
し
た
商
品
な
ど
を
紹
介
し
て

い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
・ 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
時　

12
月
１
日
㈯　

９
時

　

半
〜
15
時
半
（
科
学
フ
ェ
ス

　

テ
ィ
バ
ル
と
同
日
開
催
）

会
場　

市
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア

　

リ
ー
ナ
ほ
か
指
定
場
所
（
出
展

　

無
料
）

出
展
条
件　

市
民
の
環
境
へ
の
関

　

心
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　

と
、
楽
し
く
学
び
参
加
で
き
る

　

内
容
と
な
る
よ
う
創
意
工
夫
す

　

る
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
14
日
㈮
ま
で
、
事
務
局

　

 （
生
活
環
境
課
内
）　

☎
24―

　

６
２
６
９

日
時　

９
月
20
日
㈭　

10
時
〜

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

 （
石
脇
字
田
尻
）

対
象　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

※

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
、
羽
後
信

　

用
金
庫
の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
24―

５
１
１

　

１
期
間　

10
月
１
日
㈪
〜
11
日
㈭

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容　

施
設
警
備
や
交
通
誘
導
警

　

備
、
雑
踏
警
備
な
ど
の
基
礎
知

　

識
対
象　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
55

　

歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

　

職
登
録
し
て
い
る
方

定
員　

20
人
（
受
講
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー　

☎
24―

５
１
１

　

１
日
時　

９
月
29
日
㈯　

市
役
所
前

　

９
時
出
発
（
16
時
帰
着
予
定
）

行
き
先　

奈
曽
の
白
滝
、
土
田
牧

　

場
な
ど

参
加
費　

寡
婦
会
員  

１
人
２
千

　

円
、
母
子
会
員
１
世
帯  

千
円

申
し
込
み　

９
月
20
日
㈭
ま
で
各

　

地
区
長
へ

※

会
員
以
外
の
母
子
世
帯
の
方
も

　

参
加
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課  

　

☎
24―

６
３
１
９
、
各
地
区
母

　

子
寡
婦
福
祉
連
合
会

日
時　

10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰　

　

10
時
〜
16
時

会
場　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

※

１
人
１
枠
（
２
㍍×

２
㍍
）、

　

先
着
18
人
（
参
加
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
30
日
㈰
ま
で
、
大
学
祭
実

　

行
委
員
会
（
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

　

内
）  

☎
23―

３
１
７
９

日
時　

９
月
23
日
㈰　

９
時
〜
受

　

け
付
け
、
９
時
半
〜
出
発
式

集
合
場
所　

本
荘
公
園
下
広
場

　

 （
市
役
所
隣
）

コ
ー
ス　

10
㌔
、
５
㌔

参
加
料　

３
０
０
円
（
傷
害
保
険

　

料
含
む
）・
中
学
生
以
下
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
15
日
㈯
ま
で
、
歩
こ
う
会  

　

冨
樫
さ
ん　

☎
０
９
０―

２
２

　
７
９―

４
５
２
１
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
32―

１
３
３
４
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　山菜・キノコ採りや登山、レジャーなどのシーズン
になりました。
　クマと出合わない、クマを引き寄せないことを心が
け、クマによる被害を防止しましょう。
 【クマ被害の防止方法】
•山や野外での活動は必ず２人以上で行動しましょう。
•鈴や笛・ラジオなど、音の出るものを身につけましょう。
•クマの足跡やフンなどを見つけたら、その先に進ま
　ず引き返しましょう。
•山や野外に、生ごみや残飯、食べ物の容器などを捨
　てないようにしましょう。

　県農業試験場などで来年４月から約２年間、実習や講
義を通じて農業経営に必要な知識や技術を習得できます。
　
 【研修コース】

　

 【応募資格】
　次の要件を満たし、農業協同組合長または学校長など
の推薦が得られる方が対象となります。
①農業後継者、または新たに農業を始める方などで、就
　農意欲の高い方
②研修修了後、確実に県内に就農できる方
③応募時点で年齢が40才未満の方
　
 【その他】
•募集人数には限りがあります。
•書類審査、小論文、面接試験があります。
•研修期間中は、研修奨励金もしくは青年就農給付金
　 （準備型）を受給できます。
•受付期間　10月中旬まで
　
 【申し込み・問い合わせ先】
　農業振興課（☎24－6354）・各総合支所産業課、農業
協同組合窓口または由利地域振興局農林部農業振興普及
課（☎22－7551）

研　修　先 研 修 コ ー ス
農  業  試  験  場
畜  産  試  験  場
果  樹  試  験  場
花き種苗センター

作物、野菜、花き
酪農、肉用牛
りんご、なし、ぶどう
花き



　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
、
10
月
１
日
現
在
で
、

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。 

目
的　

国
民
の
普
段
の
就
業
・
不

　

就
業
の
状
態
を
詳
細
に
把
握
す

　

る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
を

　

始
め
経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な

　

基
礎
資
料
を
得
る
た
め 

準
備
調
査　

統
計
理
論
に
基
づ
き

　

全
国
か
ら
無
作
為
に
抽
出
（
本

　

市
は
42
調
査
区
）
さ
れ
た
地
域

　

に
世
帯
確

　

認
の
た
め

　

９
月
中
に

　

調
査
員
が

　

お
宅
に
訪

　

問
し
ま
す

実
地
調
査　

準
備
調
査
し
た
全
地

　

域
に
お
い
て
、
統
計
的
手
法
に

　

よ
り
選
定
（
６
３
０
世
帯
）
さ

　

れ
た
対
象
世
帯 （
15
歳
以
上
）
に

　

調
査
票
の
記
入
依
頼
の
た
め
９

　

月
末
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　
　

集
め
ら
れ
た
情
報
は
、
統
計

　

法
と
い
う
法
律
に
よ
り
厳
重
に

　

保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

　
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課
統

　

計
班　

☎
24―

６
２
２
７
、
調

　

査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５

　
７
０―

０
１
０
１
２
４

　

市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
よ
る
地
球
温

暖
化
防
止
と
環
境
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し

て
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
住
宅
で
の
太
陽
光
発
電

を
お
考
え
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

申
請
受
付
期
間　

平
成
25
年
３
月

　

８
日
ま
で

補
助
金
額　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た

　

り
２
万
円
（
上
限
８
万
円
）

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

　

☎
24―

６
２
６
９

日
時　

９
月
８
日
㈯　

14
時
〜
16

　

時
会
場　

中
横
町
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

 （
洋
装
紫
苑
・
菊
長
商
店
脇
）

※

雨
天
時
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容　

ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト
の
演

　

奏
、
本
荘
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

　

る
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委
員
会  

　

小
川
さ
ん　

☎
22―

０
７
１
７
、

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

３
５

　

中
学
校
３
年
生
に
お
話
し
し
て

い
る
内
容
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
る

の
か
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
８
日
㈯　

18
時
〜
19

　

時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

２
階
和
室

講
師　

能
勢
智
子
さ
ん
（
保
健
師

　

 

・
ぽ
っ
ぽ
ろ
う
の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先　

命
の
た
ね
の
会  

　

菅
原
さ
ん　

☎
22―

０
４
１
５
、

　

地
域
お
こ
し
課　

☎
24―

６
２

　

３
５

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
「
第
２

回
ス
ト
リ
ー
ト
音
楽
祭
」

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
「
性

と
生
命
の
お
話
」
講
演
会

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
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催
し

　
　10月1日から使用する新しい保険証（国民健康保険の被
保険者証）を９月中旬以降ご自宅に郵送します。
　有効期限の切れた保険証はハサミなどで裁断し、破棄し
てください。

　
　ただし、次に該当する方は有効期限が早まります。
○有効期限前に「75歳の誕生日」を迎える方
•誕生日の前日が有効期限となり、誕生日から後期高齢医
　療制度に変わります。（誕生日前に後期高齢者の保険証
　が送られます）
○ 「退職被保険者証」をお持ちの方で、平成25年9月1日
　以前に「65歳の誕生日」を迎える方
•誕生月の末日（１日生まれの方は誕生日前日）が有効期
　限となり、後日新しい国保の「一般被保険者証」が送ら
　れます。（被扶養者も同様です）

　社会保険などへ加入した時は、新しい保険証と国保の保
険証を持参のうえ、資格喪失の届け出をお願いします。また、
転出・転居の際は異動した方の保険証を、世帯主の変更の
際は、世帯全員の保険証を市民課または各総合支所市民福
祉課へご持参ください。

　国および地方公共団体は移植医療に関する啓発や知識の
普及を進めており、臓器提供に関する意思表示欄を保険証
の裏面に設けております。

　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同
等の効能効果を持つ医薬品で、費用が先発医薬品より安く
すみます。「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関
や薬局に提示することで、ジェネリック医薬品の利用につ
いて相談にのってもらうことができます。カードをご希望
の方は市役所市民課もしくは総合支所市民福祉課へおいで
ください。

問い合わせ先　市民課国保年金班　☎24－6245

新しい国保の保険証をご自宅へ郵送します

新しい保険証の有効期限は「平成25年９月30日」

臓器提供の意思表示について

「ジェネリック医薬品希望カード」をご活用ください

会社の健康保険への加入や転出などの際は「届け出」
をお忘れなく

国保の保険証を更新します国保の保険証を更新します国保の保険証を更新します

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
依
然
と
し
て
数
多

く
発
生
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
が

い
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど
の
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

９
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰　

　

８
時
半
〜
19
時

※

15
日
㈯
、
16
日
㈰
は
10
時
〜
17

　

時
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
お

　

よ
び
法
務
局
職
員

専
用
相
談
電
話　

全
国
共
通
人
権

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０―

　

０
０
３―

１
１
０

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

９
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・

　

20
日
㈭　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

日
時　

９
月
23
日
㈰　

９
時
〜
正

　

午
会
場　

鶴
舞
会
館
３
階　

第
４
学

　

習
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

９
月
12
日
㈬　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　
市
役
所
５
階　

第
４
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
相
談
室　

☎
24―
６
２
５
１

日
時　

９
月
19
日
㈬
・
10
月
17
日

　

㈬
・
11
月
21
日
㈬　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館

内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の

　

登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
、
過

　

払
い
、
成
年
後
見
な
ど

※

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す

　

 （
予
約
専
用
電
話
０
１
８―

８

　

２
４―

０
０
５
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書

　

士
会　

☎
０
１
８―

８
２
４―

　

０
１
８
７

　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
堤

防
の
刈
り
草
を
無
償
で
提
供
し
ま

す
。

受
付
期
限　

９
月
28
日
㈮
ま
で

※

９
時
〜
16
時
に
出
張
所
へ
お
い

　

で
く
だ
さ
い

※

直
接
持
ち
帰
り
た
い
方
に
は
許

　

可
証
を
発
行
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
秋

　

田
河
川
国
道
事
務
所
子
吉
川
出

　

張
所　

☎
22―

６
３
６
０

　

８
月
か
ら
、
小
学
校
４
〜
６
年

生
も
福
祉
医
療
受
給
者
の
（
マ
ル

福
）
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
受

給
者
証
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で

す
が
、
ま
だ
対
象
者
の
３
割
の
方

が
申
請
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
７
月

末
現
在
）。
早
め
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

☎
24

　

―

６
２
４
４

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年９月１日号月１日号平成24年９月１日号

　大規模な地震を想定して、市民の皆さんととも
に総合防災訓練を行います。
 【日時】
　９月８日㈯　７時～８時半
 【対象地域】
　由利地域前郷地区（由利総合支所～善隣館）
 【訓練内容】
　火災防ぎょ訓練、初期消火訓練、避難訓練など

◎当日、由利地域では６時40分と７時に
　防災行政無線・CATV音声告知放送お
　よび広報車による広報訓練を行います。
　また７時２分にはサイレンも吹鳴しま
　す。訓練ですのでお間違えのないよう
　お願いします。
問い合わせ先
　危機管理課　☎24－6238
　由利総合支所振興課　☎53－2112



日
時　

９
月
21
日
㈮　

13
時
半
〜

　

16
時
半
（
開
場
：
13
時
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

内
容　
【
講
演
】
総
務
省
自
治
財

　

政
局
長　

椎
川  

忍  

氏

　

演
題
「
緑
の
分
権
改
革
〜
あ
る

　

も
の
を
生
か
す
地
域
力
創
造
」

【
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の
事
例
発
表
】

　

市
内
８
地
域
か
ら
の
代
表
団
体

　

に
よ
る
発
表

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
お
こ
し
課  

　

☎
24―

６
２
３
５

日
時　

９
月
16
日
㈰　

14
時
開
演

　

 （
13
時
半
開
場
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル 

入
場
料　

前
売
り
券
：
一
般
千
円
、

　

大
学
生
以
下
５
０
０
円　

当
日

　

 

：
一
般
１
２
０
０
円
、
大
学

　

生
以
下
７
０
０
円
（
小
学
生
以

　

下
無
料
） 

内
容　

 「
祭
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク

　

ラ
シ
ッ
ク
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
・

　

ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ
ス
の
３
部
構

　

成
で
演
奏
し
ま
す
。 

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

つ
ち
だ
楽
器 

　

☎
44―

８
０
３
８ 

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
吹
奏
楽
団

　

事
務
局
・
三
浦
さ
ん　

☎
74―

　

６
６
２
５

日
時　

９
月
８
日
㈯　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

土
田
家
住
宅
（
矢
島
町
元

　

町
字
相
庭
舘
９
）

料
金　

３
０
０
円
（
参
観
料
、
お

　

茶
代
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

土
田
さ
ん　

☎

　

56―

２
３
６
４
、
矢
島
総
合
支

　

所
振
興
課　

☎
55―

４
９
５
１

日
時　

９
月
８
日
㈯　

10
時
〜
11

　

時
半

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館

内
容　

リ
レ
ー
、
三
色
オ
セ
ロ
、

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
ほ
か

持
ち
物　

賞
品
を
入
れ
る
袋

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
中
央
児
童

　

館　

☎
22―

３
４
８
９

　

段
ボ
ー
ル
箱
を
利
用
し
た
生
ご

み
の
堆
肥
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
コ
ン
ポ
ス
ト
見
な
お
し
隊
」
隊

長
の
高
橋
陽
子
さ
ん
（
能
代
市
）

ら
を
講
師
に
、
生
ご
み
を
簡
単
に

堆
肥
化
す
る
方
法
の
講
演
と
模
擬

実
習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日
㈭　

10
時
〜

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 （
上
大
野
）

募
集
人
数　

50
人
（
申
し
込
み
が

　

多
い
場
合
は
抽
選
）

※

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

　

床
材
（
微
生
物
の
入
っ
た
土
）・

　

温
度
計
・
移
植
ベ
ラ
を
無
償
で

　

差
し
上
げ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

由
利
地
域
ご
み
ゼ
ロ
あ
き
た
推

　

進
会
議
事
務
局
（
由
利
本
荘
保

　

健
所
内
）　

☎
22―

４
１
２
１

日
時　

９
月
６
日
㈭
・
20
日
㈭　

　

13
時
半
〜
16
時
半

※

遅
刻
早
退
か
ま
い
ま
せ
ん

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　

☎

　

23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
５

　

第
３
回
「
秋
田
由
利
牛
ミ
ー
ト

ピ
ザ
・
秋
田
由
利
牛
ミ
ラ
ノ
風
カ

ツ
レ
ツ
」
ほ
か

日
時　

９
月
26
日
㈬　

10
時
〜
13

　

時
会
場　

カ
ダ
ー
レ
調
理
創
作
室

定
員　

16
人

　

 （
５
人
以
下
中
止
）

持
ち
物　

エ

　

プ
ロ
ン
・

　

三
角
巾

参
加
料　

千

　

円
（
材
料

　

費
、
保
険

　

料
を
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
12
日
㈬
ま
で
秋
田
由
利
牛

　

振
興
協
議
会（
農
業
振
興
課
内
）

　

☎
24―

６
３
５
４

日
時　

９
月
16
日
㈰　

11
時
半
〜

　

 （
受
け
付
け
９
時
〜
）

会
場　
Ｊ
Ａ
葬
祭
虹
の
ホ
ー
ル
ゆ

　

り
（
参
加
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

ジ
ェ
イ
エ
イ
ゆ

　

り
葬
祭
セ
ン
タ
ー　

☎
27―

１

　
７
１
８

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　消防庁では全国瞬時警報システム（J-ALERT）の全国一
斉試験放送を実施します。これにより、本市の防災行政無線
（屋外スピーカー、戸別受信機）からも一斉に試験放送が流
れます。
　市民の皆さまへの情報伝達体制について万全を期するため
の試験放送ですので、ご協力をよろしくお願いします。　
 【日時】　９月12日㈬　10時頃と10時30分頃の２回
 【情報伝達手段と対象地域】　防災行政無線（岩城・西目地域、
　本荘地域松ヶ崎・石脇田尻地区）、CATV音声告知放送（市内全域）
 【放送内容】　「これは試験放送です」３回繰り返し　
※当日は、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。

　弾道ミサイル情報、津波情報、緊急地震速報など、対処に
時間的余裕のない事態に関する情報を人工衛星を用いて国
（内閣官房・気象庁から消防庁を経由）から送信し、市町村
の同報系の防災行政無線を自動起動することにより、国から
緊急情報を住民に瞬時に伝達するシステムです。
　　

問い合わせ先　危機管理課　☎24－6238

平成2平成24年９月１日号月１日号平成24年９月１日号

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の

ま
ち
市
場
」】

日
時　

９
月
23
日
㈰　

９
時
〜
正

　

午
（
雨
天
時
中
止
）

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
南
側
正
面
広

　

場
（
屋
外
30
区
画
・
１
区
画
＝

　

約
１
坪
）

内
容　

不
用
に
な
っ
た
日
用
雑
貨

　

 

・
衣
類
・
書
籍
な
ど
（
出
店
無

　

料
）

【
カ
ヌ
ー
教
室
】

日
時　
９
月
23
日
㈰　

13
時
〜
16
時

会
場　
子
吉
川
（
ア
ク
ア
パ
ル
集
合
）

対
象　

小
学
３
年
生
以
上
（
小
学

　

生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
着
替
え

【
中
秋
の
名
月
に
集
う「
月
見
の
宴
」】

　

中
秋
の
名
月
を
見
な
が
ら
、
秋

の
夜
長
を
歌
と
踊
り
で
心
と
体
を

癒
し
ま
せ
ん
か
。
女
性
合
唱
団
に

よ
る
合
唱
、
舞
踊
や
尺
八
な
ど
の

演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
㈰　

18
時
開
演

会
場　
友
水
公
園（
ア
ク
ア
パ
ル
前
）

※

雨
天
の
場
合
は
中
止

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ク
ア
パ
ル　

　

☎
22―

５
６
１
１

　

県
と
国
際
教
養
大
学
が
開
講
し

て
い
る
「A

kita

ふ
る
さ
と
活
力

人
」
養
成
セ
ミ
ナ
ー
４
期
生
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈯　

10
時
半
〜

会
場　

八
塩
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 （
旧
八
塩
小
学
校
）

内
容
・
対
象　

親
子
ピ
ザ
づ
く
り

　

交
流
会
：
園
児
・
小
学
生
と
そ

　

の
家
族
（
１
組
２
千
円
）、
東

　

由
利
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
農
作
業

　

着
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）：

　

農
作
業
着
が
あ
れ
ば
誰
で
も
出

　

演
可
（
無
料
）、
交
流
会
：
当

　

日
参
加
者
や
地
域
活
性
化
に
興

　

味
の
あ
る
方（
１
人
３
０
０
円
）

※

東
由
利
総
合
支
所
か
ら
の
シ
ャ

　

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※

参
加
者
・
出
演
者
を
募
集
し
て

　

い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
由
利
企
画
実
行
委
員
会
事
務

　

局
（
八
塩
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

内
）　

☎
69―

２
０
２
８
、

　

 （info@
higashiyuri-fes.jp

）

　　

 「
要
約
筆
記
」
と
は
、
筆
記
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
話
し

の
内
容
の
要
点
を
伝
え
る
聴
覚
障

が
い
者
へ
の
情
報
伝
達
方
法
の
ひ

と
つ
で
す
。（
受
講
無
料
）

日
時　

９
月
30
日
〜
12
月
９
日
ま

　

で
の
毎
週
日
曜
日
10
時
〜
16
時

　

 （
計
10
回
予
定
）

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

要
約
筆
記
者
を
目
指
す

　

方
（
定
員
10
人
）

※

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方
は

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月
20
日
㈭
ま
で
、
福
祉
支
援

　

課　

☎
24―

６
３
１
４

　

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
に
つ

い
て
学
び
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
10
日
㈪　

13
時
半
〜

　

15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
師　

秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支

　

局
長　

安
斎  

守  

氏

定
員　

40
人
（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民
館 

　

☎
22―

０
９
０
０

日
時　

９
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

９
時
〜
17
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品　

観
察
・
実
験
の
記
録

　

や
採
集
物
の
標
本
、
理
科
工
作

問
い
合
わ
せ
先　

市
理
科
教
育
セ

　

ン
タ
ー　

☎
22―

３
１
６
６

日
時　
９
月
17
日
㈪
〜
19
日
㈬　

10

　

時
〜
19
時
（
19
日
は
18
時
ま
で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　

額
絵
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

　

行
灯
、
扇
子
な
ど
40
点
あ
ま
り

　

を
展
示

問
い
合
わ
せ
先　

工
藤
さ
ん　

☎

　

０
９
０―

２
３
６
３―

９
７
１

　

９
、
由
利
教
育
学
習
課　

☎
53

　

―

２
２
４
５

YurihonjoYurihonjo citycity publicpublic RelationsRelations.  2012012Yurihonjo city public Relations.  2012

　農業経営の複合化に必要な機械・施設などの導入を支援
する「あきたを元気に！農業夢プラン実現事業」の平成
25年度要望を受け付けます。（県の単独事業）　
 【対象者】認定農業者、認定就農者、集落営農組織、農作
　業受託組織など　
 【対象作物】野菜、花き、大豆、そば、果樹、きのこ、葉
　たばこ、肉用牛、乳用牛、比内地鶏、草地整備改良、飼
　料収穫調製機械　
※稲作機械は対象外
※補助率（予定）：県３分の１　市12分の１～ 2　
 【申込期限】　9月18日㈫                      　
　　　　　　　　【申し込み・問い合わせ先】
　　　　　　　　　事業費を見積もりの上、9月18日㈫ま
　　　　　　　　　で、農業振興課（☎24－6353）また
　　　　　　　　　は各総合支所産業課（資材などをJA
　　　　　　　　　から購入の場合はJA秋田しんせい各
　　　　　　　　　営農センター営農課）

子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
１
２

 「
第
33
回
市
民
ボ
ー
ト
大
会
」

９
月
９
日
㈰
開
催
！



【
体
験
学
習
「
絵
画
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
無
料
】

日
時　

９
月
16
日
、
10
月
７
日
・

　

21
日
、
11
月
11
日
・
25
日
㈰　

　

13
時
半
〜
15
時
半

会
場　
本
丸
の
館
（
本
荘
公
園
内
）

内
容　

絵
画
鑑
賞
、
子
ど
も
の
絵

　

の
指
導
の
仕
方
な
ど

申
し
込
み　

開
催
日
の
３
日
前
ま

　

で
修
身
館
へ

【
佐
々
木
良
三
・
恭
子
絵
画
展
】

日
時　

９
月
12
日
㈬
〜
12
月
27
日

　

㈭　

９
時
〜
17
時

※

休
館
日
月
曜

会
場　

修
身
館
（
本
荘
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

修
身
館　

☎
28

　

―

４
７
２
２
、
生
涯
学
習
課  

　

☎
32―

１
３
３
２

日
時　

９
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭　

　

17
時
半
〜
20
時
半

会
場　

東
由
利
陶
芸
工
房
（
道
の

　

駅
東
由
利
裏
）

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

先
着
12
人

参
加
料　

一
般
２
千
円
、
中
高
生

　

千
円
（
粘
土
代
込
み
）

用
意
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ

　

ル
２
枚

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
由
利
教
育
学
習
課　

☎
69―

　

２
３
１
０

　

歴
代
の
藩
主
が
崇
拝
し
た
と
い

う
本
荘
八
幡
神
社
の
祭
礼
。
見
ど

こ
ろ
は
、
江
戸
時
代
の
絵
巻
物
を

再
現
し
た
古
式
に
な
ら
っ
て
行
わ

れ
る
「
大
名
行
列
」。
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
日
役
町
獅
子
踊

り
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。

期
日　

９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

内
容　
【
15
日
】
16
時
〜
例
大
祭
、

　

17
時
〜
巫
女
舞
、
20
時
〜
神
輿

　

が
当
番
町
を
巡
行  【
16
日
】

　

正
午
〜
神
輿
が
八
幡
神
社
を
出

　

発
（
大
名
行
列
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
八
幡
神
社  

　

☎
22―
３
４
４
９

　

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

矢
島
神
明
社
の
お
祭
り
で
す
。
宵

宮
に
は
神
楽
太
鼓
の
音
が
響
き
、

祭
り
当
日
は
六
丁
の
山
車
が
神
輿

と
と
も
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

日
時　
【
宵
宮
】
９
月
８
日
㈯　

　

18
時
半
〜
、【
祭
典
】
９
日
㈰

　

９
時
45
分
〜

会
場　

矢
島
神
明
社
、
矢
島
地
域

　

一
円

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
矢

　

島
支
部
（
矢
島
総
合
支
所
産
業

　

課
内
）　

☎
55―

４
９
５
３

　

完
走
者
に
は
抽
選
で
旅
行
券
や

自
転
車
な
ど
豪
華
賞
品
を
ご
用
意
。

全
員
に
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
㈯　

19
時
ま
で

　

受
け
付
け

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト　

３
８
０
０
円

　

 （
当
日
券
４
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
社
交
飲
食
同

　

業
組
合　

☎
23―

１
８
１
１

日
時　

９
月
17
日
㈪
〜
19
日
㈬　

　

10
時
〜
19
時（
19
日
18
時
ま
で
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

今
野
さ
ん　

☎

　

22―

１
８
２
８
、
加
賀
屋
さ
ん

　

☎
23―

４
３
０
９
、
生
涯
学
習

　

課　

☎
32―

１
３
３
２

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年９月１日号月１日号平成24年９月１日号

休
館
日

総

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
赤
毛
の
ア
ン
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

17
時
半
〜　

入
場
料
あ
り
カ

日
本
消
化
器
病
学
会
東
北
支
部
市
民
公
開
講
座　

10
時
〜
12
時
半

ス
ポ
少
種
目
別
交
流
会
卓
球
競
技  

８
時
〜
18
時

総 カ総

全
日
本
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
（
公
開
練
習
）　

９
時
〜
21
時

総

全
日
本
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
（
〜
９
日
）　

９
時
〜
21
時

ア

第
33
回
市
民
ボ
ー
ト
大
会
「
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
１
２
」　

８
時
〜

カカ

第
31
回
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
市
民
医
学
講
座　

14
時
〜
16
時
半

第
40
回
科
学
作
品
展
（
〜
10
日
） 　

９
時
〜
17
時

休
館
日

カ

中
央
公
民
館　

市
民
講
座
「
不
安
解
消
！
身
近
な
法
律
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
半
〜
15
時
カ

矢
島
八
朔
ま
つ
り
（
昨
年
の
様
子
）

◎
由
利
高
原
鉄
道
で
は
９
月
８
日

　

㈯
・
９
日
㈰
の
八
朔
ま
つ
り
に

　

合
わ
せ
、
矢
島
駅
前
で
福
島
県

　

い
わ
き
市
の
特
産
品
と
、
震
災

　

で
被
災
し
た
「
阿
武
隈
急
行
電

　
鉄
」 「
仙
台
空
港
鉄
道
」「
Ｉ
Ｇ

　

Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
」
な
ど
の

　

鉄
道
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道

　

☎
56―

２
７
３
６

中央図書館

８日㈯ 絵本の読み聞かせほか
　出演：ゆりかごの会

(中)おはなし会（お話室）
　　　　　　　　午後２時～

絵本の読み聞かせほか
　出演：星のひとみ

(岩)おはなし会
　　　　　　午後３時30分～

子ども向け図書の紹介ほか(岩)本に親しもう！絵本・児
　　童書企画展（30日まで）

絵本の読み聞かせ・紙芝居など
　出演：ひだまり

(矢)読み聞かせ会
　　　　　　午前10時～11時

中世の庶民の目、庶民の力「源平盛衰記」ほか
　出演：鈴木タキさん

(中)古典講話（研修室）
　　　　　　 午後１時30分～

絵本の読み聞かせほか
　出演：ゆりかごの会

(中)えほんでこんにちは
　　　　　　　　午後２時～

絵本の読み聞かせ・紙芝居など
　講師：ひだまり

(由)読み聞かせ会
　　　　　　 午後２時～３時

絵本の読み聞かせほか
　出演：すずめの巣

(大)おはなしのへや
　　　  午前10時30分～11時

14日㈮

15日㈯

【一般】理想の年の重ね方　　【Ｕ－20】大人への第一歩
【児童】いろんなものの謎？不思議？

29日㈯

岩城図書館 作家「村上龍」特集　　テーマ企画「食欲の秋！秋をおいし
く食べよう。」　　今月の絵本「おさるのジョージ」　　

由利図書館 【一般】よしもとばなな　　【児童】おじいちゃん・おばあちゃ
んの本　　【絵本】お月さまのえほん

大きな活字で名作を！（敬老の日特集）

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館、（由）＝由利図書館、（矢）＝矢島図書室
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出羽伝承館

　鳥海エリア４市町内（本市、にかほ市、
山形県遊佐町、酒田市）の27施設で
スタンプを集めると、抽選で108名様
にペア宿泊券や特産品をプレゼントし
ます。
実施期間　９月30日㈰まで
応募締切　10月10日㈬
　　　　　※当日消印有効
　①まるっと鳥海コース（ペア宿泊券
　　 ：８名様）
　　４市町の観光施設からそれぞれ２
　個ずつスタンプを押印（計８個）し
　て応募
※抽選に漏れた方は、わくわく鳥海
　コースで再抽選を受けられます
　②わくわく鳥海コース（鳥海エリア
　　の特産品など：100名様）

　４市町の観光施
設からそれぞれ１
個ずつスタンプを
押印（計４個）し
て応募
問い合わせ先
　環鳥海地域連携
　事業実行委員会
　事務局（由利地
　域振興局内） ☎
　22－5432

　：中央公民館　☎22－0900　　：カダーレ　☎22－2500　　：アクアパル　☎22－5611　　：市総合体育館　☎62－0500　　：シーガル　☎33－2315カ ア 総中 シ

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

平
成
24
年
度
由
利
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会　

正
午
〜
21
時
総

休
館
日

カ

年
金
友
の
会
大
内
地
区
総
会　

９
時
〜
17
時

総アア

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」　

９
時
〜
正
午

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室　

13
時
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

ぽ
ぽ
ろC

U
P 

２
０
１
２
〔
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〕

　
　
　

   （
〜
30
日
）　

８
時
〜
21
時
（
30
日
18
時
ま
で
）
総

休
館
日

総

映
画
上
映　
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
「
キ
ュ
レ
ム
vs
聖
剣
士
」

　
　
　
　
　
　
　

   　
10
時
20
分
〜
11
時
50
分　
入
場
料
あ
り

彼
岸
釜
お
茶
会
裏
千
家
わ
け
い
会　

10
時
〜
12
時
半　

入
場
料
あ
り

本
荘
由
利
中
学
校
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
〜
23
日
）　

８
時
〜
17
時
総 カカ

第
２
回
市
地
域
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム　

13
時
半
〜
16
時
半
カ

第
17
回
ア
イ･

ア
ー
ト･

ク
ラ
ブ
絵
画
展
（
〜
30
日
） 

　
　

   

９
時
〜
17
時
（
27
日
13
時
か
ら
30
日
16
時
ま
で
）
カアア

由
利
本
荘
市
新
舞
踊
協
会
設
立
記
念　

第
１
回
新
舞
踊
発
表
会　 

正
午
〜　

入
場
料
あ
り

第
59
回
は
ぜ
釣
り
大
会　

６
時
20
分
〜　

参
加
料
あ
り

中
秋
の
名
月
「
月
見
の
宴
」　

18
時
〜

カ カ

第
43
回
本
荘
南
中
学
校
吹
奏
楽
部 

定
期
演
奏
会　

14
時
〜
16
時

Sun Sun

手
作
り
市
場　

10
時
〜
15
時
半

第
36
回
本
荘
陶
芸
ク
ラ
ブ
展
示
会
（
〜
19
日
）

 　
　
　
　
　
　
　

 　

10
時
〜
19
時
（
19
日
18
時
ま
で
）  

 「
サ
ー
ク
ル
悠
」
手
描
友
禅
・
型
友
禅
作
品
展
（
〜
19
日
）

　
　
　
　
　
　
　

  　

10
時
〜
19
時
（
19
日
18
時
ま
で
） 

カカカ

第
36
回
由
利
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

14
時
〜
16
時　

入
場
料
あ
り

第
３
回
秋
田
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
ク
ラ
ブ
対
抗
卓
球
大
会　

８
時
〜
21
時
カ総

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
鳳
山
学
園　

10
時
〜
正
午

中

中央図書館～館内特別整理のため休館します～　期間　9月20日㈭~28日㈮

日時　９月９日㈰　13時半～　　会場　カダーレ　自然科学学習室２
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７月２日㈪

４日㈬
５日㈭

６日㈮

８日㈰

９日㈪

10日㈫

11日㈬
13日㈮
14日㈯

15日㈰

16日㈪
17日㈫
18日㈬
20日㈮

21日㈯

22日㈰

23日㈪

24日㈫
25日㈬
27日㈮
29日㈰

30日㈪

31日㈫

市教育委員辞令交付式
市と市議会との合同要望（市内・秋田市）
市と市議会との合同要望（仙台市・東京都）
市と市議会との合同要望（東京都）
市米まつり実行委員会
本荘由利森林組合行政懇談会・懇親会
蓼沼町内公民館40周年記念式典
大倉沢町内会市政座談会・懇親会
五役・総合支所長会議
奥羽横断駅伝競走大会実行委員会（横手市）
㈱三浦工務店より寄附金贈呈式
鳥海上川内６町内合同行政懇談会・懇親会
羽越本線高速化同盟会合同要望（東京都）
市外部評価委員会
県中学校総合体育大会剣道大会開会式
市消防訓練大会
下川大内地区町内会長会行政懇談会・懇親会
五十嵐俊幸選手ＷＢＣ世界フライ級タイトルマッチ応援（埼玉県春日部市）
企業訪問（東京都）
岩手県災害廃棄物　搬入立ち会い
市議会臨時会
由利本荘500歳野球大会開会式
由利畜産共進会開会式
三町内会（楢渕・大小屋・小増沢）合同行政懇談会・懇親会
五役・部長会議
国療跡地利活用検討委員会
県国有林野等所在市町村長有志協議会（秋田市）
由利本荘医師会　医療行政懇談会・懇親会
全国ボート場所在市町村協議会首長会議（ボートサミット）（愛知県高浜市）
矢島カップＭｔ．鳥海バイシクルクラシック　スタート
東北ダム事業促進連絡協議会理事会・研修会・総会（東京都）
東北直轄河川治水期成同盟会連合会研修会・総会（東京都）
西目地域自治区町内会長会合同懇談会

⑴　弔　事 （円）
支出額件　　　数

合　計 110,000３　　　件

：代理出席代

（円）⑵　会費など
支出日 支出額支　　出　　内　　容

７月１日　

４日　

６日　
７日　
８日　
10日　

12日　

14日　

15日　

17日　

3,000

5,000

5,000
3,000
3,380
3,160

5,000

3,400

3,360

2,000

7,822

市消防団岩城支団消防操法大会（選考会）第
１支団懇親会会費（　岩城支所長）
由利本荘地区沿岸防犯協会総会懇親会会費
（　藤原副市長）
本荘由利森林組合行政懇談会懇親会へ寸志
旧藩祭「交歓の夕べ」会費（　藤原副市長）
大倉沢町内会市政座談会懇親会へ寸志
鳥海上川内６町内合同行政懇談会懇親会へ寸志
国民文化祭実行委員会設立総会懇親会会費
（　石川副市長）
ぱいんすぱ新山夏まつりへ寸志（　石川副市長）
下川大内地区町内会長会行政懇談会懇親会へ
寸志
秋田県・県内市町村と誘致企業との懇談会交
流会会費（　石川副市長）
企業訪問時特産品お土産

21日　

22日　

25日　

27日　

28日　

31日　

合　計

3,380

3,100

5,000

2,000
10,000

16,000

5,000

13,420
15,717

5,000

3,380

5,000

3,000

134,119

由利畜産共進会祝賀会へ御祝い（　石川副市長）
三町内会（楢渕・大小屋・小増沢）合同行政
懇談会懇親会へ寸志
由利本荘・にかほ北都会総会懇親会へ寸志
（　石川副市長）
由利本荘医師会医療行政懇談会懇親会会費
秋田県米価対策共闘会議へ協力金
全国ボート場所在市町村協議会首長会議（ボー
トサミット）交流会会費（8,000円×２人）
ハンガリー共和国バーツ市青少年友好交流訪
問団歓迎レセプション会費（　石川副市長）
丸亀市訪問団歓迎レセプション時特産品お土産
丸亀市訪問団歓迎レセプション賄い
ご当地グルメ博覧会出展者懇親会会費
（　商工観光部長）
やしま夏まつりレセプションへ寸志
（　藤原副市長）
西目地域自治区町内会長会合同懇談会会費
ハンガリー共和国バーツ市青少年友好交流訪
問団さよなら夕食会会費（　企画調整部長）

24　　　件

代

代

代

代

代

代

代

代

代

代

代

代

矢島カップのスターターを
　　　　　　務める（29日）

　子宮頸がん予防ワクチンの接種
費用を全額公費負担（無料）で行っ
ています。ワクチンの接種は、合
計３回必要で、終了するまでに６
カ月かかります。まだ一度も接種
していない方は、９月30日まで
に１回目を接種するようお勧めし
ます。

【対象】H８年４月２日～H12年
　　　　４月１日生まれの女子
　　　 　（中１～高１相当の年齢）
【無料接種期限】H25年３月31日
　※合計３回の接種を終えるように
　※来年度以降の公費負担（無料）
　　については未定

日時：９月８日㈯  14時～（開場30分前）
場所：カダーレ 大ホール
講師：あすか山訪問看護ステーション

平原優美 氏
東京医科大学病院　岩本俊彦 氏

問い合わせ：
　由利本荘医師会事務局 ☎22－4085
　本荘保健センター ☎22－1834

平成24年９月１日号 広報ゆりほんじょう

【持ち物】母子健康手帳・アンケート票・バスタオル　　★お住まいの地域で受診してください
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください
※本荘地域と西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
４日㈫
５日㈬
12日㈬
18日㈫

19日㈬

21日㈮
24日㈪

25日㈫

26日㈬
28日㈮

由利・東由利
岩城・大内
岩城・大内
本荘・西目
矢島・鳥海
本荘・西目
矢島・鳥海
本荘・西目
由利・東由利
本荘・西目
本荘・西目
矢島・鳥海

３歳児健診
４・７・10カ月児健診
３歳児健診
10カ月児健診
２歳児歯科健診
１歳６カ月児健診
１歳６カ月児健診
２歳児歯科健診
４・７・10カ月児健診
４カ月児健診
３歳児健診
４・７・10カ月児健診

Ｈ21年１月～３月生まれ
Ｈ23年10月、Ｈ24年１月・４月生まれ
Ｈ21年１月～３月生まれ
Ｈ23年11月生まれ
Ｈ22年４月～７月生まれ
Ｈ23年２月生まれ
Ｈ22年12月～Ｈ23年２月生まれ
Ｈ22年６月生まれ
Ｈ23年11月、Ｈ24年２月・５月生まれ
Ｈ24年５月生まれ
Ｈ21年３月生まれ
Ｈ23年11月、Ｈ24年２月・５月生まれ

13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：15
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15

由利福祉保健センター
大内保健センター
大内保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター

※成分献血は１時間ほどかかります。事前に予約をお願いします
※問い合わせは、保健センターまたは市民福祉課へお願いします

日 実　施　場　所受付時間 備　 考

３日㈪

６日㈭

23日㈰

老人福祉施設白百合苑
由利地域振興局
マルハン由利本荘店

マックスバリュ本荘店

10：00～12：00
13：30～16：30
　9：30～11：30
10：00～12：00
13：00～16：00

成分献血

全血献血

全血献血

＊詳しくは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお問い合わせください
＊お住まいの地域に限らず、市民の方はどこの会場でも検診を受けることができます

検　　診　　名 実施地域 実　　　施　　　日

乳がん・子宮がん検診

胸部総合検診

胸部総合・大腸がん検診

本 荘

大 内
本 荘
西 目

３日㈪（申し込み期間は終了しました）

７日㈮
10日㈪～13日㈭
26日㈬～28日㈮

※10月１日、３日、５日実施分に若干空
　きがあります。受診希望の方は本荘保
　健センター（☎22－1834）にご連絡く
　ださい

▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　応急診療所（☎24－3917）、平日
　は本荘保健センター（☎22－1834）

【持ち物】保険証、お薬手帳
※当番医師は変更になる場合もあります

日 医　師　名
２日㈰
９日㈰
16日㈰
17日㈪
22日㈯
23日㈰
30日㈰

佐　藤　伸　逸
佐　藤　　　護
前　原　巳知夫
三　浦　　　忍
佐　藤　省　子
酒　見　喜久雄
矢　崎　憲　二

日時・内容　９月19日㈬
　●健康相談・血圧測定
　　午前９時30分～10時
　●自宅で継続できる軽体操
　　10時～11時（タオル持参）
会場　鶴舞温泉中広間
問い合わせ先（申し込み不要）
　本荘保健センター☎22－1834

　健康増進を目的に、毎月１回鶴舞温泉で、健康相談や栄養相談、体
操などを実施しています。参加者の多くは60代から80代。自宅で継
続できる簡単な体操など、覚えて毎日の習慣にしませんか。お気軽に
どうぞ！

▲入浴後に座ってできるストレッチに
取り組む（８月22日）　　　　　
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元亀田中学校長

〈正六位〉……………………………………
　故　那  須  春  彌 さん

（岩城亀田大町・７月８日逝去・99歳）

◆
７
月
26
日
〜
８
月
１
日
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
訪
問
団
員

（
女
性
１
名
）
を
我
が
家
に
‼

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て

と
ー
っ
て
も
楽
し
くH

appy

な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
は
（
料
理
の
）
塩

気
が
不
足
な
こ
と
を
シ
ョ
タ
ラ

ン
（S

O
T
L
A
N

）
と
言
う
そ

う
で
す
。
爆
笑
し
ま
し
た
。 

（
菊
地
さ
ん
・
50
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
も
う
少
し
し
た
ら
２
人
目
の

孫
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。
家

族
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
楽
し
み
に

待
っ
て
い
る
よ
！

（
篠
田
さ
ん
・
50
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
我
が
家
に
は
エ
ア
コ
ン
も
な

く
（
扇
風
機
は
あ
る
け
ど
）
ま

る
で
サ
ウ
ナ
状
態
で
す
。
水
分

も
こ
ま
め
に
取
っ
て
い
ま
す
が

…

汗
ダ
ラ
ダ
ラ
で
す
。

（
三
浦
さ
ん
・
40
代
・　
　

矢
島
地
域
）

て
汗
を
か
い
て
来
ま
す
。
気
持

ち
が
す
っ
き
り
し
ま
す
よ
ー
。

（
田
中
さ
ん
・
60
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
毎
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
い

る
の
で
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

朝
早
く
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

（
那
須
さ
ん
・
60
代
・　
　

岩
城
地
域
）

◆
暑
い
夏
で
ー
す
。
し
か
し
負

け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ネ
。
気
合

い
で
、
暑
さ
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
だ
ヨ
〜
。

（
佐
藤
さ
ん
・
50
代
・　
　

由
利
地
域
）

◆
農
家
の
親
戚
や
友
達
の
家
か

ら
、
採
れ
た
て
・
堀
り
た
て
の

野
菜
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
春
か
ら
苦
労
し
て
育
て

た
野
菜
を
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
鈴
木
さ
ん
・
60
代
・　
　

東
由
利
地
域
）

◆
手
間
い
ら
ず
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

は
今
年
も
こ
の
暑
さ
に
負
け
ず
、

私
の
無
精
な
水
や
り
に
も
負
け

ず
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
感

謝
。（
村
田
さ
ん
・
50
代
・　
　

西
目
地
域
）

◆
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
と
い
う

ペ
ー
ジ
（
本
紙
８
／
１
号
）
を

見
て
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
由

利
本
荘
が
も
っ
と
す
て
き
な
、

き
れ
い
な
場
所
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
阿
部
さ
ん
・
20
代
・　
　

西
目
地
域
）

◆
今
年
、
何
年
か
振
り
に
庭
に

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

こ
の
暑
さ
の
中
、
元
気
に
高
く

太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
花
を
見

て
い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
元
気

が
も
ら
え
ま
す
。

（
小
松
さ
ん
・
50
代
・　
　

本
荘
地
域
）

◆
小
２
の
孫
が
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
た
と
の
こ
と
で
、

表
彰
式
で
初
め
て
カ
ダ
ー
レ
へ
。

入
賞
者
一
人
一
人
の
絵
画
と
校

歌
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
、
主
催
者
の
計
ら
い
に
感
激

し
ま
し
た
。

（
岡
見
さ
ん
・
70
代
・　
　

大
内
地
域
）

◆
朝
、
散
策
を
始
め
て
一
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
沢
山
の
仲
間
に

会
え
て
お
話
で
き
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
夏
の
今
は
４

時
50
分
頃
、
家
を
出
て
水
林
球

場
方
面
を
一
時
間
か
け
て
歩
い

…………………………………  

広
報
課
よ
り

　

暑
さ
対
策
や
夏
野
菜
に
関

す
る
お
た
よ
り
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
稲
穂
が

頭
を
垂
れ
始
め
ま
し
た
ね
。

残
暑
が
厳
し
い
も
の
の
、
季

節
は
秋
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　「秋田由利牛」の料理

教室に参加しました。ト

マトと玉ネギを使用した

すき焼きでした。目から

うろこで、「トマトをす

き焼きに？」…。とって

もおいしかったです。

（加藤さん・
　60代・
　本荘地域）

須田　煌生ちゃん（紘孝さん）八幡下

野田　　樟ちゃん（将人さん）中梵天

佐藤　匠真ちゃん（　慎　さん）柳生

渋谷　旺都ちゃん（元紀さん）滝ノ沢

加藤　　憧ちゃん（　貴　さん）内越

菊地　　叶ちゃん（　司　さん）石脇

藤垣　瑛大ちゃん（秀仁さん）川口

板垣　康助ちゃん（秀司さん）後町

佐藤　愛夏ちゃん（敏樹さん）石脇

村上　莉子ちゃん（　徹　さん）一番堰

佐　　千颯ちゃん（哲史さん）大鍬町

伊東　楓夏ちゃん（光貴さん）石脇

佐藤　彩羽ちゃん（　剛　さん）松ヶ崎

瀬川　叶望ちゃん（昇太さん）土谷

佐藤　煌成ちゃん（　優　さん）矢島町七日町

植田　彩夏ちゃん（昌弥さん）矢島町城内

三浦　徳真ちゃん（徳也さん）岩城内道川

神坂　虹希ちゃん（一樹さん）滝 

佐々木　盟ちゃん（啓孝さん）西目町海士剝

こうせい

　　しょう

しょうま

　あ　つ

　　しょう

　　かなう

えい　た

こうすけ

　ま　な

　り　こ

　ち　はや

ふう　か

いろ　は

かな　み

こうせい

あや　か

とく　ま

こう　き

　　めい

平成24年９月１日号 広報ゆりほんじょう

日時：９月６日㈭
　　　13時30分～ 15時
場所：本荘保健センター　２階
演題：「早寝早起き、
　　　　朝ご飯はなぜ大切か」
講師：生和堂医院（大仙市）

医師　伊藤晴通 氏

日時：９月21日㈮
　　　13時20分～ 15時40分
場所：本荘保健センター　２階
内容：骨粗しょう症予防のための食
　　　事・運動（講話と軽体操）
講師：市栄養士・フリートレーナー

　　　坂本裕子 氏

　

病
気
の
早
期
発
見
や
治
療
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
発
病
を
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
、〝
日
常
生
活
の
あ
り
方
〞
と
深
く
関
連
し
て
お
り
、
運
動
の

習
慣
や
食
生
活
の
改
善
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

出典：厚生労働省

佐々木定男さん
（桜小路・54歳）

大竹　　誠さん
（石脇・77歳）

木嶋冨士男さん
（石脇・89歳）

冨樫　金松さん
（畑谷・82歳）

今野　吉生さん
（石脇・83歳）

小松　康彦さん
（薬師堂・78歳）

齋藤　　勝さん
（赤沼下・18歳）

今野テツヨさん
（藤崎・85歳）

鈴木　　勝さん
（滝ノ沢・75歳）

小川兵一郎さん
（親川・84歳）

渡辺クニヱさん
（万願寺・87歳）

田口　ときさん
（石脇・82歳）

正木　チヱさん
（矢島町新荘・91歳）

土田　昭一さん
（矢島町七日町・78歳）
佐藤　ヱチさん
（矢島町城内・68歳）

加賀屋新　さん
（岩城下蛇田・65歳）

木村　亮一さん
（岩城冨田・80歳）

佐藤フサヨさん
（山本・94歳）

三浦喜一郎さん
（吉沢・81歳）

伊藤三太郎さん
（山本・81歳）

鈴木　静子さん
（松本・72歳）

藤原　　章さん
（葛岡・88歳）

吉田　吉克さん
（岩谷町・65歳）

伊藤ミツヱさん
（長坂・88歳）

佐々木鶴雄さん
（小栗山・74歳）

　地てつ　さん
（岩野目沢・88歳）

畠山アルミさん
（羽広・95歳）

伊藤　ミヨさん
（長坂・94歳）

松永　ヨネさん
（岩谷麓・95歳）

小野ミサヲさん
（東由利蔵・86歳）

佐々木賢一さん
（西目町海士剝・70歳）
釡台　安松さん
（西目町出戸・95歳）

佐藤チヨ子さん
（西目町海士剝・70歳）
佐々木ヤヱノさん
（西目町沼田・96歳）

齋藤　ソノさん
（西目町西目・95歳）

佐々木信子さん
（西目町海士剝・43歳）
堀内　　誠さん
（西目町沼田・60歳）

佐藤　二男さん
（鳥海町下笹子・73歳）
佐藤テルヨさん
（鳥海町下直根・65歳）


